
「横浜市都市計画マスタープラン都筑区プラン 都筑区まちづくりプラン」 

改定原案に対する市民意見募集の実施結果について 

 

都筑区では、「横浜市都市計画マスタープラン都筑区プラン都筑区まちづくりプラン」

の改定にあたり、平成27 年６月14日に改定原案を公表し、６月26日から７月10日まで市民

意見募集を実施しました。市民の皆さまから、貴重なご意見、ご提案等をいただき誠にあ

りがとうございました。 

このたび、その実施結果と、いただいたご意見等についての本市の考え方をまとめまし

たので、次のとおり公表いたします。 

 

１ 実施概要 

意 見 募 集

期   間 

平成 27 年６月 26 日（金）～７月 10 日（金） 

意 見 提 出

方   法 

ＨＰ、郵送、電子メール、ファクシミリ、持参 

改 定 原 案

の公表場所 

・都筑区区政推進課 

・市役所市民情報センター 

・都市整備局地域まちづくり課 

・都筑区ホームページ 

（http://www.city.yokohama.lg.jp/tsuzuki/kusei/kikaku/toshimasu.html） 

改 定 原 案

の配架場所 

・都筑区区政推進課 

・都筑図書館 

 

 

２ 実施結果 

提出者数 ７名 

意 見 数 96 件 

提出方法 ＨＰ（16件）、郵送（55件）、電子メール（25 件） 

Fax（0 件）、持参（0件） 

意見募集方法 関係団体への周知（５団体） 

 

 

３ 提出されたご意見とご意見に対する本市の考え方 

(1) 改定案に反映したもの 43 件 No.1～43 

(2) ご意見の趣旨が改定原案に（一部）含まれていると考えら

れるもの 

３件 No.44～46 

(3) 今後の参考とさせていただくもの 10 件 No.47～56 

(4) 計画には反映しないが対応するもの ０件  

(5) 関係機関と情報共有するもの ０件  

(6) 計画にご賛同いただいたもの ５件 No.57～61 

(7) ご意見ではなくご質問であったもの ５件 No.62～66 

(8) その他 30 件 No.67～96 



（１）改定案に反映したもの 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

1 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３ まちづくりの成果のマップ 
・茅ヶ崎城跡公園、吾妻山公園、佐江戸お
ちあい公園を記入 

街区公園以外の公園について、開園した公
園名を記載しました。 

2 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３ まちづくりの成果のマップ 
・操車場・川和遊水地 →川和車両基地・
遊水地 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

3 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３  まちづくりの成果 
・中山駅、中川駅、仲町台駅と「日吉駅ま
で開通」を記入する。 

Ｐ３の「まちづくりの成果」には、都筑区
内のまちづくりの成果について記載してい
ます。 
なお、グリーンラインの開通の範囲につい
ては、Ｐ２に補記しました。 

4 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３  まちづくりの成果 
・大熊川は記載する以上、流路を正しく描
く。 

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しました。 

5 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３ まちづくりの成果 
・開通した道路、既存の道路、整備された
道路、既存の道路に分け、凡例で説明して
ください。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

6 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３  まちづくりの成果 
・鶴見川 大熊川 早淵川は、川筋のみ描
かれ、名前がありません。川には名前を付
けてください。名前のない川は削除してく
ださい。 

川の凡例を追加しました。 
図は、まちづくりの成果を示すのに必要な
内容を記載しています。川については、位
置関係を分かりやすくする趣旨で参考に記
載しており、名称までは記載していません。 

7 
「事業の施行者である」は「土地区画整理
事業の施行者である」ではないか。 

ご指摘のとおり修正しました。 

８ 
「現独立行政法人」は「現在の独立行政法
人」ではないか。Ｐ９「現ＪＲ」という表
記と合わせるべきである。 

ご指摘のとおり修正しました。 

9 

1939 年の「第６次市域拡張」とは横浜市の
ことを指しているが、都筑区史の点からは
都筑郡の消滅と横浜市への編入であり「横
浜市港北区への編入」という表記は正確で
ない。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

10 
Ｐ12 都筑の特色 （１） 地勢 
この地域は、鶴見川水系の大きな河川に沿
った→鶴見川水系の河川に沿った 

ご指摘のとおり修正しました。 



11 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ12 地
形図 
・地名が－箇所もない、少なくとも鶴見川、
早淵川、第３京浜道路、東名高速道路など
はあると親切です。なお、凡例の説明が必
要です。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。地
形図として必要な情報を記載しています。 

12 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ13 横
浜市の将来人口推計の棒グラフ 
１５歳未満の青色が濃すぎて数字がよく読
めません。薄い青色にしてください。 

ご指摘のとおり修正しました。 

13 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ17 バ
ス路線の運行頻度 
・センター南・北駅から横浜国際プールを
経て東山田営業所行きの東急バスは、一日
10 本未満の細い線になっていますが、平日
に 46 本のバスが運行しています。 

ご指摘のとおり修正しました。 

14 

・センター南・北駅発の東急バスは、北山
田駅、研究所前を通り青葉区に入り、たま
プラーザ駅まで行きます。ところが新石川
交差点で右折し、厚木大山街道（246 号）に
入り川崎市の有馬方向に向かっています。
新石川交差点で右折した部分を削除してく
ださい。 

ご指摘のとおり修正しました。 

15 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ17 バス
路線の運行頻度 
・センター南・北駅発の東急バスは、北山
田駅、研究所前を通り、全て新石川２丁目
で右折し、田園都市線のたまプラーザ駅へ
行きます。ところが新石川で右折せず、真
っ直ぐ早淵川にそって青葉区内に行く、40
～50 本も運行するバスルートがあります
が、このようなバス路線は、現在もまた平
成 26 年６月でもありません。 

ご指摘のとおり修正しました。 

16 
Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ17 バ
ス路線の運行頻度 
・凡例に地下鉄路線を入れる。 

ご指摘のとおり修正しました。 

17 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ17 バ
ス路線の運行頻度 
・鶴見川、早淵川、大熊川の名前記入する 
大熊川を正しく。 

交通に関係する内容を中心に記載しまし
た。大熊川については、河川法の適用を受
けている区間を記載しています。 

18 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ18  
鶴見川浸水想定区域→鶴見川、早淵川、大
熊川浸水想定区域 又は鶴見川水系浸水想
定区域 

ご指摘のとおり修正しました。 

19 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ18 鶴
見川浸水想定区域 
・大熊川を正しく描いてください。鶴見川、
早淵川、大熊川、野川を記載してください。 

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しています。 

川については、位置関係を分かりやすくす
る趣旨で参考に記載しており、名称までは
記載していません。 



20 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ18 町
丁目別建物老朽化率 
・川向町に濃い青色がありますが、凡例に
説明がありません。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

21 

「建物老朽化率：築 25 年以の木造・・・＋
築 50 年以の非木造・・・」とあるが「築 25
年以上の木造・・・＋築 50 年以上の非木
造・・・」の誤りではないか。 

ご指摘のとおり修正しました。 

22 

Ｐ21「３ 将来のまちの構成と骨格」にお
いて“「みどりと水の軸」”、又Ｐ23 下段の図
中においても“みどりと水の軸”、一方、Ｐ
25 の４行目“１ 緑と水の環境づくり”等々
と表現され、統一が図られていないことか
ら見苦しい。平仄を整えられたい。さらに
このことに関しては、市及び都筑区は、平
成１５年度に立ち上げた委員会を「つづき
水と緑の魅力アップ推進委員会」などとし、
これらの成果を受けて作成した当初マップ
及び都筑区制 20周年記念として作成したマ
ップはいずれも「水と緑の散策マップ」と
している。いまさら“緑と水”ではなく、
従来どおり “水と緑”を踏襲して平仄を整
える必要がある。そもそも“緑”は少なか
らず自然に供与されるものであり、一方
“水”は人為的に配置したものであるから
“水”が主体であり、それに“緑”が寄り
添うものであってその表記も“水と緑”と
される必要がある。 

漢字とひらがなの表現については統一しま
した。水と緑の前後関係については、多様
な考え方があることから、現行の区プラン
の表記のままとしています。 

23 

３章 まちづくりの目標と将来像 ３将来
のまちの構成と骨格 （３）都市活動の拠
点・ゾーン ア 主要な生活拠点 Ｐ22 
⇒「ア 駅勢圏の大きいタウンセンターゾ
ーン 港北ニュータウンのセンター北駅・
センター南駅を含むゾーンは、・・・」と書
き換えてください。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

全市プランの位置付けをもとに、都筑区の
都市構造を説明するという趣旨の文章を追
加しました。また、本文中に駅名を補記し
ました。 

24 

【関連する計画・取り組み】港北ニュータ
ウン計画における「タウンセンター計画」
の考え方 Ｐ22 
⇒「港北ニュータウンには、タウンセンタ
ー・駅前センター・近隣センターという３
つの種類のセンターがあり、どのセンター
も『グリーンマトリックス構造の歩行者動
線の結節点』という共通性を持って居りま
すが、それぞれの役割に応じた個性的で・・」
と書き換えてください。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 



25 

（３）都市活動の拠点・“ゾーン”、次にア 
主要な生活拠点１行目にある「・・・タウ
ンセンターを含む周辺“エリア”、またイ 
駅勢圏が小さい郊外部の生活拠点の２行目
にある「・・・ふれあいの丘の各駅“周辺
地域”・・・」、及び「・・・東山田駅の“周
辺”は、・・・」さらにはＰ52、53 における
■東山田駅“周辺地区”、■川和町駅“周辺
地区”といった表現がみられるが、これら
“ ”内の用語は一体どこをいうのか、ど
の範囲を指すのか、どのような使い分けを
しているのか明確にされたい。又は根拠を
示される必要がある。 

ゾーンは、広い範囲をとらえるものとして
使っています。地区とエリアは統一しまし
た。 
また、東山田駅周辺地区および川和町駅周
辺地区で、具体的なまちづくりが実施され
る場所については今後の検討次第と考えて
います。 

26 

Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 
・凡例が下の三つの小さな地図にあります
が、あくまでも「みどりと水の軸」の小さ
いマップの凡例です。上の大きな将来都市
構造図の凡例があると親切です。高速横浜
環状北西線の地下部分の入口の記号も凡例
で説明してください。 

トンネル部分及び道路の種類について、凡
例に追加しました。 
ご指摘の趣旨を踏まえ、凡例は全ての図に
共通としてみていただけるように表記を工
夫しました。 

27 

Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 
・江川せせらぎを取り上げたのなら、浄念
寺川せせらぎも記載してください。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 
都市構造図としては、主な河川を記載する
ものとしました。 

28 

Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 都
筑区将来都市構造図 
交通の軸 
・□□□□と○○○○の説明が凡例にない。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

29 
Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 交通の軸 
道路の実線と点線の説明 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

30 

【現状と課題】の６行目以下においても、
本システムついて“「グリーンマトリックス
システム」と呼ばれるオープンスペース計
画を定めて保全された里山的景観や緑も都
筑区の環境資源です”と勝手に考えた？全
くいい加減な表記をしています。 
 “グリーンマトリックスシステム”は、
ニュータウン計画の集大成として本港北ニ
ュータウンの最大かつ基本になるものとし
て創出されたものであり、極めて失礼であ
る。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 



31 

［1-7］ 低炭素まちづくりの推進  
『低炭素まちづくりの推進』に関する趣旨
に賛同致します。ただし、表現が抽象的で
具体策がイメージしづらい為『安定した自
立分散型エネルギーシステム（コージェ
ネ・燃料電池）の導入促進』と追記する事
を提案致します。 
市長公約にも、環境未来都市構築のための
先駆的取組の実現の例示として「分散型エ
ネルギーシステムの構築・普及」について
謳っております。“コージェネ”（燃料電池）
は環境面に優れ安定した高効率の分散型エ
ネルギーシステムでもあり、中期４か年計
画（施策 33）及び「横浜市エネルギーアク
ションプラン」（主要施策３）においても普
及を加速する高効率機器として位置付けら
れております。 

「低炭素まちづくりの推進」というタイト
ルについては、複数の主な取組を取りまと
めて分かりやすく整理するための項目名と
しており、抽象的な表現となっています。 
分かりやすい表記とするため、用語につい
て注釈を追加しました。 
 

32 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・大熊川が途中で途切れています（真照寺
の下のところ）。 

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しました。 

33 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・佐江戸を流れる江川せせらぎを記載して
ください。Ｐ３のマップ参照。 

江川せせらぎ（佐江戸町）について追記し
ました。 

34 

各所に使用されている“グリーンマトリッ
クスシステム”について。“グリーンマトリ
ックスシステム”について、明らかに誤っ
た理解、認識をされています。そもそもＰ
31 囲み内３～４行目に表記されている“グ
リーンマトリックス”などというものは港
北ニュータウンには存在さえしないもので
す。さらには、本システムは「現況の緑の
保全を図ると同時に公共、民有の緑を積極
的に融合させた」ものではありません。ど
このどなたがこのようなことを考え、記述
されたのでしょうか。 

グリーンマトリックスについて、内容を充
実させる修正をしました。 



35 

４章 テーマ別まちづくりの方針 １ 緑
と水の環境づくり  
【関連する計画・取り組み】Ｐ31 ・・セ
ンター計画のオープンスペース計画 ～グ
リーンマトリックス システム～ 
⇒「グリーンマトリックス市街地の設計と
は、歩行者の動線を骨格にして設計するこ
とです。 
「緑道（延長 13km）」は、既存の水路や、里
山樹林を活用した散歩道です。 
「コミュニティ道路」は、通過交通を遮断
した袋字型道路で、住区内の子供たちが安
心して遊べる区画道路です。住宅地区の幅
は、350ｍであることから徒歩５分で、幹線
道路のバス停に行くことができ、緑道にも
５分で行くこともできます。 
「幅広の歩專道」は、住区居住者が歩いて
駅に行くときに使う道で、複数の「コミュ
ニティ道路」から集まるために、幅を広く
した並木道です。親子で駅前に買い物に行
った思い出の道になります。「幅広の歩專
道」は、駅と緑道を結ぶ歩行者路で、この
道に沿って、託児所、幼稚園、小中学校を
配置していることから、子供は、成長する
に従って、戸外活動の圏域を都筑区全域に、
安心して拡大することになり、鶴見川にま
で達することは、夢ではありません。」に書
き換えてください。 

グリーンマトリックスについて、内容を充
実させる修正をしました。 

36 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図  方針図参照 
・大熊川が途中で切れています。正しく描
いてください。 

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しました。 

37 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図 
・凡例の河川の表示は、農業専用地区のよ
うに広さがないので、同じように長方形で
表示しません。本流と支流を青色の緩やか
な川の曲線で示します。 

ご指摘の趣旨を踏まえて修正しました。 

38 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図 
・大熊川が途中で途切れています。正しく
記載してください。 

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しました。 

39 
駅前ロータリーの地図が薄い。都筑ふれあ
いの丘駅のロータリーが不明確。 

都筑ふれあいの丘駅の●の位置を微修正し
ました。 
駅前ロータリーの色を少し鮮明にしまし
た。 

40 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ42 都
市交通の方針図 
・大熊川を正しく、浄念寺川せせらぎと江
川せせらぎも記載してください。 

都市交通の方針図として、必要な内容を記
載しています。大熊川については、河川法
の適用を受けている区間を記載しました。 



41 

４章 テーマ別まちづくりの方針 ６都筑
らしい文化の醸成（都市の魅力の方針） 
【現状と課題】 Ｐ44 
・都筑区では、古代より人々の生活が営ま
れていたことが、史跡や伝統的な行事など
から今もうかがうことができます。このよ
うな文化的資源の活用が進められています
が、十分ではありません。 
⇒この文章を「都筑には、約 1000 箇所の古
代からの遺跡が知られています。横浜市内
の遺跡、約 2500 箇所の約 40％近くになりま
す。大半が古代の人々の暮らしの証拠です。
古代から水と緑と丘の豊かな、住み易い土
地であったと考えられます。このような文
化的、歴史的資源の活用が進められていま
すが、十分ではありません。」に書き換えて
ください。 

頂いたご指摘の趣旨を踏まえて修正しまし
た。 

42 

Ｖ章 まちづくりの推進  Ｐ55 地域ま
ちづくり組織・地域まちづくりグループグ
ループの位置図 
大熊川を正しく  

大熊川については、河川法の適用を受けて
いる区間を記載しました。 

43 
仲町台駅前のグループ名の前に■が洩れて
いる。 

ご指摘のとおり修正しました。 

 

(2) ご意見の趣旨が改定原案に（一部）含まれていると考えられるもの 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

44 

昭和 14 年の都筑郡の横浜市の編入により横
浜市港北区になったことと、昭和 43 の港北
区から緑区の分離により、都筑区エリアは
港北区と緑区と呼ばれていたことに触れる
必要がある。 

昭和14年の横浜市への編入については表現
を修正のうえ記載しています。 

45 

南部は北部と比べて公共施設が不足してい
ます。バスの便もよくありません。地区セ
ンターを設置していただけないでしょう
か。そしてそこで図書館との連携により本
の借受け、返却ができるとより利便性が増
します。 

[4-4]生活利便施設など定住環境の充実の
中の、「公共公益施設の適正配置などによる
地域間格差の少ない行政サービスの実現」
にご意見の趣旨が含まれていると考えま
す。早期に整備できるように調整していき
ます。 

46 

Ｖ章 まちづくりの推進 Ｐ50 まちづくり
推進状況図 
「１号市街地・戦略的地区」は欄外に解説
文があるとよいです。 

まちづくりの推進状況図は、Ｐ48 からＰ51
に記載しているまちづくりの推進状況をま
とめたものとなっており、Ｐ48 に「１号市
街地・戦略的地区」について説明を記載し
ています。 

 

 

 

 



(3) 今後の参考とさせていただくもの 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

47 

３章 まちづくりの目標と将来像 ３将来
のまちの構成と骨格 （３）都市活動の拠
点・ゾーン イ 駅勢圏が小さい郊外部の
生活拠点 Ｐ22 
⇒「イ 駅勢圏が小さい地下鉄駅前センタ
ーゾーン 港北ニュータウン開発計画にお
いて・・・及び川和町駅、東山田駅の周辺
は、駅に集結する生活圏の歩行者優先道路
に沿って、地域に密着した、商業・サービ
スなどの機能の集積を図ります。」と書き換
えてください。 

歩行者優先道路に沿った機能集積について
は、今後の参考とさせていただきます。 

48 

４章 テーマ別まちづくりの方針 １ 緑
と水の環境づくり  
【現況と課題】Ｐ28 
⇒ 以下の内容を書き足してください。 
 港北ニュータウン事業で整備された「緑
道のせせらぎ」が、区画整理外の道路下の
雨水道に埋め込まれ、生物の移動を切断し
ています。 
「緑道のせせらぎ」と「切断された空間」
と「せせらぎ流末の河川」を一体にしたビ
オトープ化が必要です。 

頂いたご意見のような計画は現在ありませ
んが、今後の参考とさせていただきます。 

49 

４章 テーマ別まちづくりの方針 １ 緑
と水の環境づくり  
【主な取り組み】Ｐ29 ［1-1］緑と水のネ
ットワークづくり 
 「・「緑道のせせらぎ」と「せせらぎ流末
の河川」を一体にしたビオトープ計画調査
をします。」を書き加えてください。 

頂いたご意見のような計画は現在ありませ
んが、今後の参考とさせていただきます。 
 

50 

「みなきたウォーク」に木とベンチを、「緑
道」にベンチを設置していただけないでし
ょうか。木陰とちょっとした休み場所があ
ることでより価値が高まると思います。 

頂いたベンチについての計画は現在ありま
せんが、今後の参考とさせていただきます。 

51 
[水と緑のネットワークづくり]に「緑道・
公園・歩行者専用道路など散策するところ
にベンチと木陰を作ること」を追加する。 

頂いたベンチについての計画は現在ありま
せんが、今後の参考とさせていただきます。 



52 

［2-1］地震に強いまちづくり 五項 
『・上下水道、電気、ガス、電話などの耐
震性強化についての事業者と連携した取
組』に関する趣旨に賛同致しますが、エネ
ルギーセキュリティの確保という点から
『・上下水道、電気、ガス、電話などの耐
震性強化についての事業者と連携した取
組』に加え、『・複数のエネルギーソースに
よる電源多重化でエネルギーセキュリティ
の向上を図る取組』と追記することを提案
します。 
複数のエネルギーソースによる電源の多重
化導入とは、例えば、中圧ガス導管※１を
活用した常用防災兼用のガスコージェネレ
ーション※２を地域防災拠点に導入するこ
とで、非常時も照明や暖房のために電気と
熱を利用することができるなど、「地震に強
いまちづくり」により、町の価値向上に繋
がることを意味します。 
*１東京ガスの高圧・中圧ガス導管は、阪
神・淡路大震災、東日本大震災クラスの大
地震にも十分耐えられる構造となってお
り、基本的にガスの供給を停止することは
ありません。 
*２常用防災兼用のガスコージェネレーシ
ョンは、（社）日本内燃力発電設備協会に設
置されている評価委員会の認定を受けるこ
とが必要です。 

電源多重化については、技術の一つと考え
ており、具体的な取組方法については、今
後の参考とさせていただきます。 
 

53 

図書館を利用する場合、区役所の駐車場の
利用減免は 30 分です。ほかの窓口同様１時
間にできないでしょうか。30 分では借りた
本を返し予約済みの本を受け取るだけでい
っぱいです。借りる本をじっくり選んだり、
司書の方に相談するには少なすぎます。せ
めて他の窓口同様にしてほしいと思いま
す。 

ご意見を関係部署に伝えました。 

54 

【主な取り組み】Ｐ44 
［6-1］レクリエーション環境の充実  
・ 魅力スポットを巡る散策マップの作成・
活用（再掲）  
⇒上の文章を「魅力スポットを巡る散策マ
ップの作成・活用、新たに遺跡マップの作
成・活用、および、魅力スポット・遺跡ス
ポットの表示板の設置」に書き変えてくだ
さい。 

ご提案は今後の参考とさせていただきま
す。 



55 

初めまして。まちづくりプランの改訂原案
をざっと読ませていただきました。特にテ
ーマ別まちづくりの方針の６-３の文化拠
点づくりの項について意見を述べさせてい
ただきます。 
私は、つづき図書館ファン倶楽部で 15 年来
ボランティア活動をしています。その経験
で、都筑区の将来にぜひ図書館・あるいは
図書館的な機能について位置付けをしてい
ただきたいと希望します。 
図書館は年代、貧富にかかわらず誰でも利
用でき、公共の恩恵をもっとも実感する施
設です。ご存じのとおり都筑図書館は市内
で一番の貸出数と利用者数ですが、狭く、
本が少なく、椅子には座れない、ゆっくり
出来ないなど、不満が多く聞かれます。 
最近はまちづくりの核になって、高齢者や
子ども達が交流する情報センターのような
図書館も他都市各地に生まれています。そ
のような多様性を持った「図書館」を区内
に設け、横浜の北部の文化の薫り高いまち
のイメージを打ち出せる都筑区であります
ように、盛り込んでいただきたい。どうぞ
よろしくお願いいたします。 

ご提案については、今後の参考とさせてい
ただきます。また、関係部署に伝えました。 

56 

Ｐ44 都筑らしい文化の醸成（都市の魅力の
方針） 
主な取組 [6-4]歴史の新しい文化が薫る
まちづくりの推進 
・古代からの歴史を学び、郷土に誇りを持
ってもらうために都筑区の区史を編集する 
※横浜市北部４区の中で区史がないのは、
都筑区だけです。郷土の歴史を知り、郷土
を愛することは大切なことです。是非加え
てください。 

ご意見については、関係部署に伝えました。 

 

(6) 計画にご賛同いただいたもの 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

57 
１章 都筑区まちづくりプランについて 
⇒OK です。 

ご意見ありがとうございます。 

58 

２章 都筑区の成り立ちと特色 
⇒都筑区の特色で、グリーンマトリックス
の役割を追加Ｐ15 してくれて、とても良く
なりました。OK です。 

ご意見ありがとうございます。 

59 

■低炭素まちづくりの推進 一項 
『・過度なマイカー利用の抑制、低公害車
の利用促進、燃料電池自動車等次世代自動
車の普及拡大にむけた基盤整備』に関する
趣旨に賛同致します。 

ご意見ありがとうございます。 



60 
■低炭素まちづくりの推進 二項 
『・公共、民間のエネルギー効率の良い建
築物整備』に関する趣旨に賛同致します。 

ご意見ありがとうございます。 

61 

■低炭素まちづくりの推進 三項 
『・一定規模の開発等を契機とした低炭素
技術や再生可能エネルギー、未利用エネル
ギー、地域におけるエネルギー融通の導入
促進』に関する趣旨に賛同致します。 
一定規模の開発においては、“コージェネレ
ーション” ＊１ の導入や、“エネルギー
の建物間融通” ＊２及び“地域冷暖房” ＊
3 に代表される「エネルギーの面的利用」等
の取組みが環境対策として重要であり、「横
浜市中期４か年計画」(施策 33) 及び「横浜
市エネルギーアクションプラン」（主要施策
５）においても普及の加速が記載されてい
ます。 
*１ コージェネレーションは、高効率な分
散型エネルギーシステムであり、発電と同
時に熱を供給するシステムになります。大
規模工場や商業施設向けのものから、家庭
用燃料電池まで幅広い分野に普及していま
す。 
*２横浜市による取組みとして「市大センタ
ー病院と南区総合庁舎等との面的利用」が
あります。 
*３地域冷暖房については、横浜市域では、
「みなとみらい 21 中央地域」(中区)や「港
北ニュータウンセンター地区」(都筑区)な
どがあります。 

ご意見ありがとうございます。 

 

 

(7) ご意見ではなくご質問であったもの 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

62 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ17 バ
ス路線の運行頻度・早淵川がセンター南の
ところで、500ｍぐらい線が太く、青色が濃
くなっているが、なぜですか。 

早淵川は市街化調整区域となっており、市
街化調整区域の線が川の両側に入っている
ために太く見えるものと思われます。ご指
摘の部分だけ川の線が太くなっていたり、
濃くなっていることはありません。 

63 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ18 鶴
見川浸水想定区域 
・早淵川がセンター南のところで線が太く、
青色が濃くなっています。なぜですか。 

早淵川は市街化調整区域となっており、市
街化調整区域の線が川の両側に入っている
ために太く見えるものと思われます。ご指
摘の部分だけ川の線が太くなっていたり、
濃くなっていることはありません。 

64 

Ⅱ章 都筑区の成り立ちと特色 Ｐ18 町
丁目別建物老朽化率 
・早淵川がセンター南で太く、緑が濃くな
っている。 

早淵川は市街化調整区域となっており、市
街化調整区域の線が川の両側に入っている
ために太く見えるものと思われます。ご指
摘の部分だけ川の線が太くなっていたり、
濃くなっていることはありません。 



65 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図 
・都筑中央公園の南側に２箇所集合住宅が
ありますがその名称は？昭和大学横浜北部
病院ですか。 

昭和大学横浜市北部病院です。 

66 
Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図   
集合住宅の記載の基準を教えてください。 

建物１棟ずつに対して区別をしておりませ
ん。ある一定程度のエリア（区域）で記載
しています。 

 

(8) その他 

No. 
意見の概要 

※ページについては、改定原案のページを示して
います。 

意見に対する考え方 

※ページについては、改定案（案）のページを
示しています。 

67 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
地下鉄路線の表記 
多くの地図にブルーラインとグリーンライ
ンの市営地下鉄が記載されていますが、全
て地上に線路があるようになっています。
都市計画のマップですから、地上部は実線、
地下部は点線で表記してください。凡例で
説明する。 

鉄道については、どことどこがつながった
かということが分かりやすいように表記し
ています。 

68 

Ⅰ章 都筑区まちづくりプランについて 
Ｐ３ まちづくりの成果のマップ 
・（仮称） 池辺市民の森に（平成 28 年度開
園予定） を追加 

池辺市民の森については、指定済であるた
め記載しています。なお、開園は現時点で
は平成 29 年度の予定です。 

69 

「高度成長期までの都筑区エリア」を「都
筑区エリアの歴史（昭和 40 年代まで）」に
変更する。ここでは都筑区の「歴史」の概
要を、きちっと要約して都筑区民に示すこ
とが大切である。 

「歴史」として掲載するには、多くの議論
が必要と考えます。都筑区まちづくりプラ
ンでは、これまでの地域の様子について任
意に抜粋して紹介させていただいており、
都筑区の「歴史」を要約したものとはして
いません。 

70 

≪都筑区関連年表≫疑問点が多いので、専
門家に再チェックを願いたい。例えば 848
年の杉山神社の記述は、港北区史などでは
838 年である（Ｐ796）。 

848 年で正しいことを確認しました。 

71 

３章 まちづくりの目標と将来像 １ ま
ちづくりの目標 Ｐ20「みどりと こども
と たいようと ～ともに育み 緑都永
筑」について 
⇒緑都永筑を、緑都筑永にしてみてはどう
ですか。 

現行の区プラン策定時に区民のみなさんと
決めた言葉であることに配慮し、修正しな
いこととします。 

72 

「２ まちづくりの基本的視点」中、囲み
内に“環境共生”という表記があるが、“共
生”とは、建築家黒川紀章先生が「メタボ
リズム」などと同時期の 1960 年当初に「共
生の思想」として創出され、また、謳われ
た言葉であり、本表記のような使用の仕方
は誤りであると思料されるところであるか
ら改められたい。 

一般的な意味で共生という言葉を使ってい
ます。 



73 
Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 
・地名が必要です。 

将来の都市の概要をとらえていただくこと
を想定しています。 

74 
Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 交通の軸 
川和車両基地を記入 

交通の軸については、移動機能を中心に記
載しました。 

75 

Ⅲ章 まちづくりの目標と将来像 Ｐ23 
都筑区将来都市構造図 交通の軸 都市活
動の拠点・ゾーン 
地下鉄の線路と駅を記載してください。 

将来都市構造図では、将来の移動の概要を
とらえていただくことを想定しているた
め、駅名については記載していません。地
下鉄のラインについては記載させていただ
いています。 

76 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・保全が望まれる斜面緑地の蓮担 
保全が望まれる斜面緑地の蓮担の記号につ
いて、北部の早淵川の両岸と南部に連続す
る斜面緑地の記号の幅が異なる説明が、凡
例にあるとよいです。 

斜面緑地については、大まかにとらえられ
る図としていますので、詳細な説明はして
いません。 

77 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・東山田町、川向町、川和町の赤い円の中
は、まちづくり重点検討地区として、今後
検討する地区のため、薄い色にしているも
のと思われますが、早淵川、鶴見川、江川
せせらぎを示す●●●と道路・地下鉄・散
策ルートを薄くする必要はないと思いま
す。 

まちづくり重点地区については、薄く白い
色を入れて、影響範囲を大まかなイメージ
として記載しています。具体的なまちづく
りの内容や範囲については今後の検討次第
となるため、項目の優劣は表現していませ
ん。 

78 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・道路の中山・北山田線は、川和町駅を経
て鶴見川まで完成しています。 

街路樹については、現時点での方針を記載
しています。 

79 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ30 都
市環境の方針図 
・道路の丸子中山茅ケ崎線（中原街道）は、
百石橋西側交差点から新勝田橋を経て、茅
ケ崎まで完成しています。 

街路樹については、現時点での方針を記載
しています。 

80 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図 
・浄念寺川と江川せせらぎを記入してくだ
さい。佐江戸の江川せせらぎを記載する。 

主な河川を記載しています。 
 

81 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図 
・川和遊水池  鶴見川多目的遊水地を記
載する。 

調整池・遊水地として、図示しています。
方針図として防災機能の分布を記載するこ
とに主眼を置き、個々の施設の固有名詞は
記載していません。 



82 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図 
・地下鉄の線路が北山田駅と東山田駅間が
消えています。 

防災の方針図であるため、緊急輸送路の表
示を優先しています。線路と緊急輸送路は
上下関係にあり重なっています。線路は目
安として掲載している趣旨をご理解くださ
い。 

83 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ35 都
市防災の方針図 
・地下鉄の川和町駅付近で線路が消えてい
ます。 

防災の方針図であるため、緊急輸送路の表
示を優先しています。線路と緊急輸送路は
上下関係にあり重なっています。線路は目
安として掲載している趣旨をご理解くださ
い。 

84 
Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図   
・早淵川、鶴見川、大熊川の名を入れる。 

土地利用の方針図としての機能を明確にす
るため、河川名は記載していません。 

85 
Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図 
・浄念寺川と江川せせらぎを記入する。 

土地利用の方針図として、必要な内容を記
載しています。 

86 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ37 土
地利用の方針図 
・大規模施設の名前を記入する。牛久保配
水地、横浜国際プール、東京都市大学、水
再生センター、資源循環局工場、川和車両
基地 

土地利用の方針図として、必要な内容を記
載しています。 

87 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 まちづ
くり重要検討地区 
・Ｐ30 で述べたように、まちづくり重点検
討地区として、土地利用について今後検討
するために色彩を薄くしたものと思われま
すが、その説明があるとよいです。円の中
の地下鉄、道路、河川は薄くする必要はあ
りません。 

まちづくり重点地区については、薄く白い
色を入れて、影響範囲を大まかなイメージ
として記載しています。具体的なまちづく
りの内容や範囲については今後の検討次第
となるため、項目の優劣は表現していませ
ん。 

88 
「高速鉄道 3号線」は「地下鉄ブルーライ
ン」に。Ｐ41 に 2 箇所、Ｐ43 に１箇所ある。 

延伸部分については、事業化が決まってい
ませんので、「高速鉄道３号線」と記載して
います。 

89 

Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ42 都
市交通の方針図 
・自転車歩行者専用道路→ 色はオレンジ
でなく、緑色にしてください。 

自転車歩行者専用道路の色については、他
の項目と区別がつきやすいように視認性を
意識した色にしています。 

90 
Ⅳ章 テーマ別まちづくりの方針 Ｐ42 都
市交通の方針図 
・早淵川と鶴見川の名前を記載する。 

都市交通の方針図として、必要な内容を記
載しています。 



91 

Ｐ44 の「６ 都筑らしい文化の醸成」中、
【現状と課題】６～７行目に“・・・文化
の拠点となる文化施設が十分に整備されて
おらず・・・」とあるが、“文化の拠点とな
る文化施設”なるものについては、開発当
初の計画から公団より 1．2ｈａの土地がセ
ンター地区に無償で用意され、及びＰ39 下
段囲み中２行目以下に記述されているよう
に、「よこはま 21 世紀プラン」においても
これを受けてタウンセンター地区がその立
地されるところとされており、従来から立
地地区は何ら変わることないものである。
これらでいわれている文化施設は“十分に”
どころか“何も整備されておらず土地を遊
ばせているだけである”。「減歩」として旧
地権者らから土地が無償でそのために提供
されていること、それを長きにわたり放置
していることに認識・問題意識を新たにさ
れたい。 
“現状”を真摯に受け止め、“課題”として
「早急な取り組み」を明記すべきである。 

望ましい文化施設の整備については、今後
も検討を進めていきます。 

92 

都筑区民は音楽や演劇など自主的な文化活
動を活発に行っていますが、区内には文化
の拠点となる文化施設が十分に整備されて
おらず、早期建設が要望されています。 
 ⇒この文章を「都筑区民は音楽や演劇、
美術や写真、歴史散策や歴史研究、まちづ
くり研究など自主的な人文活動を活発に行
っていますが、区内にはその拠点となる施
設が十分に整備されておらず、新たな拠点
施設の早期建設が要望されています。    
新たな施設は、「よこはま 21 世紀プラン」
に位置付けられた、横浜市立歴史博物館、
新都筑区図書館と有機的な関連を活かした
複合文化施設にします。」に書き換えてくだ
さい。 

望ましい文化施設の整備については、今後
も検討を進めていきます。 
 

93 
[6-3]地域文化拠点づくりに「複合施設とし
ての文化センターの建設の検討」を明示す
る。 

望ましい文化施設の整備については、今後
も検討を進めていきます。 

94 

[6-4]歴史と新しい文化が香るまちづくり
の推進 
 ⇒この項目の中に「・横浜市歴博物館と
歳勝土遺跡と民家園は、横浜の歴史を学ぶ
文化センターです。博物館の学芸員の協力
によって、都筑区を深く知ることが出来ま
す。隣接する都筑区文化センター予定区域
を一体化して、広域文化センターの可能性
を研究します。」を書き足してください。 

望ましい文化施設の整備については、今後
も検討を進めていきます。 

95 

Ⅴ章 まちづくりの推進 
Ｐ55 地域まちづくり組織・地域まちづくり
グループの位置図 
鶴見川、早淵川、大熊川の名前を記入する。 

地域まちづくり組織・地域まちづくりグル
ープの位置図として、必要な情報を記載し
ています。 



96 

歴史（都筑郡）と自然環境（鶴見川、丘の
街）が似通っている北部４区との連携を進
めながら「都筑のまちづくり」を進めてい
く、という趣旨の文言を入れてほしい。す
でに４区民は横浜丘の手、北部４区の緩や
かのネットワークを 20 年以上続けている。 
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/c
hiikimachi/hitomati/backnum/ 
no09/mag.html 

北部４区及び関係局とは、今後も情報共有
等を行いながら連携していきます。 

 


